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岡
留
　
優

令和3年度
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
が
行
う
自
衛
官
等

募
集
活
動
へ
の
協
力
及
び
志
願
者
に
関
す
る
募
集

対
象
者
情
報
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、募
集
事
務
所

等
ご
と
に
各
自
治
体
と
連
名
で
募
集
相
談
員
を
委
嘱

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、令
和
３

年
度
活
動
実
績
に
対
し
、各
募
集
事
務
所
等
ご
と
の

優
秀
募
集
相
談
員
表
彰
の
被
表
彰
者
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。︵

敬
称
略
︶

な
お
、被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
、別
途
、感
謝
状
贈
呈

を
行
い
ま
す
。 優

秀
募
集

相
談
員
表
彰

　
平
素
か
ら
、防
衛
協
会
、自
衛
隊

家
族
会
、隊
友
会
、地
本
後
援
会
、

就
職
援
護
協
会
な
ど
の
各
協
力
団

体
並
び
に
企
業
主
、募
集
相
談
員

な
ど
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
並
び
に

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
の

業
務
に
対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解

と
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
の
募
集
業
務
に
お

い
て
は
、延
べ
千
百
二
十
六
名
の
受

験
者
、総
勢
三
百
二
十
六
名
の
入

隊
・
入
校
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。一
部
種
目
に
つ
い
て
は
、

目
標
に
わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た

も
の
の
全
体
と
し
て
は
、目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。就
職

援
護
業
務
に
お
い
て
は
、定
年
制
、

任
期
制
と
も
に
就
職
援
護
率
百
％

を
達
成
す
る
と
と
も
に
、予
備
自
衛

官
等
の
業
務
に
お
い
て
は
予
備
自

衛
官
充
足
及
び
訓
練
出
頭
率
、即
応

予
備
自
衛
官
の
採
用
目
標
を
概
ね

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
か
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
、戦
後
、最
も
厳
し
く

複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
は
、国
防
費
を
急
速
に
増

加
さ
せ
、軍
事
力
の
質
・
量
を
広
範

か
つ
急
速
に
強
化
し
、尖
閣
諸
島

周
辺
を
含
む
東
シ
ナ
海
や
太
平
洋

な
ど
で
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

い
ま
す
。北
朝
鮮
は
大
量
破
壊
兵

器
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
増
強

に
集
中
的
に
取
り
組
み
、弾
道
ミ

サ
イ
ル
な
ど
の
発
射
を
強
行
し
て

い
ま
す
。ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
継
続
す
る
と
と
も
に
北
方
領

土
を
含
む
地
域
で
の
活
発
な
軍
事

活
動
を
継
続
し
て
お
り
、さ
ら
に
は

中
国
と
共
同
で
の
航
空
機
や
艦
艇

で
の
活
動
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、こ
の
よ
う
な

安
全
保
障
環
境
の
中
で
、少
子
化
に

よ
る
募
集
対
象
者
人
口
の
減
少
、熾

烈
な
人
材
獲
得
競
争
と
い
う
厳
し
い

募
集
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、優
秀

な
人
材
を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
八
年
度
の
募
集
環
境
は
、大

学
や
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
を
選

ぶ
高
校
生
が
引
き
続
き
増
加
す
る

こ
と
が
見
積
も
ら
れ
、厳
し
く
難
し

い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、退
職
予
定
隊

員
の
就
職
援
護
に
お
い
て
は
、雇
用

情
勢
は
好
転
し
て
い
る
と
は
い
え
、

退
職
者
の
希
望
に
沿
っ
た
就
職
の

援
助
に
は
粘
り
強
い
調
整
が
必
要

と
な
り
、さ
ら
に
、予
備
自
衛
官
等

の
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、昨

年
九
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
手
当
の

大
幅
引
き
上
げ
や
勤
続
報
奨
金
の

拡
充
、採
用
年
齢
の
緩
和
等
プ
ラ
ス

材
料
も
あ
る
こ
と
か
ら
丁
寧
に
説

明
し
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て

も
、自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

は
、「
自
衛
隊
を
支
え
る
良
質
な
隊

員
を
獲
得
す
る
」「
優
良
な
就
職
援

護
先
を
獲
得
す
る
」「
予
備
自
衛
官

等
を
確
保
す
る
」こ
と
に
よ
り
、国
民

の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
勤
務
方
針
の
第
一
項
で
あ
る「
誠

実
に
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
」を
念

頭
に
置
き
、隊
員
の
人
生
に
寄
り
添

う
こ
と
に
矜
持
を
持
ち
、部
員
一
丸

と
な
っ
て
職
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、今
後
と
も
我
々
の
諸
活
動

に
対
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し

て
、更
な
る
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、各
協
力
団

体
等
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
部
長
ご
挨
拶

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
長

１
等
海
佐　

川
畑　

信
一

後送

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
八
年
四
月
二

十
日
（
月
）、「
令
和
八
年
度
募
集
・
援
護
出
陣
式
」
を
実
施

し
た
。

　
本
出
陣
式
の
目
的
は
、
令
和
八
年
度
の
募
集
・
援
護
及

び
予
備
自
衛
官
等
業
務
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
地
本
と

し
て
の
任
務
達
成
、
各
種
目
標
の
達
成
及
び
一
年
を
通
じ

て
の
安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
部
員
全
員
の
士
気
の

高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

　
出
陣
式
に
際
し
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
後
援

会
会
長
諏
訪
健
筰
様
、
副
会
長
兒
玉
健
二
郎
様
お
よ
び
有

村
長
藏
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
過
分
な
る
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
て
、
部
員
一
同
、
更
に
身
を
引
き
締
め
た
。

　
本
部
長
は
式
辞
で
、「
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
は
、

本
部
後
援
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
協
力
諸
団
体
、
自
治

体
、
学
校
、
募
集
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
、
雇
用
企
業
等
、

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
の
任
務
達
成
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
の
ご
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
各
種
業
務
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
部

員
に
お
い
て
は
勤
務
方
針
を
念
頭
に
お
き
、
一
人
一
人
が
任

務
達
成
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
令
和
八
年
度
の
募
集
・
援
護
の
目
標
達
成
を
祈
願

し
て
恒
例
の
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
を
行
い
、
部
員
全
員
が
令
和

八
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。

令
和
八
年
度
募
集
・
援
護
出
陣
式
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航空機展示の様子

衛生教育の様子 体力検定の様子

本部長訓示の様子

国分駐屯地の様子

鹿屋航空基地の様子

令和８年３月７日（土）に、陸上自衛隊国分駐屯地において、西部方面ヘリコプター隊第３飛行
隊（高遊原）、第１２普通科連隊の支援を得て募集対象者等７３名に対する体験搭乗を実施し
た。
本体験搭乗は、募集対象者等に対して航空機の体験搭乗を実施し、自衛隊への理解を促進す

るとともに認知度を向上させることを目的として実施した。
体験搭乗前の安全教育は第３飛行隊の担当者が実施し、体験搭乗では７３名の参加者が３回

に分けて搭乗し、約２０分のフライトを体験した。飛行経路については国分駐屯地から錦江湾へ
向けて移動し桜島、鹿児島市周辺までのフライトとなった。
体験搭乗に参加した学生からは「ヘリコプターの大きさ、音、風圧にすごく圧倒された。いつも

動画でしか見れなかったヘリコプターに実際に乗ることができて感動した。想像していたよりもパ
イロットの仕事が格好いいと感じた。」と自衛隊へ興味や関心が高くなった感想を多く頂いた。ま
た、高校２年生の参加者からは
「興味のあったヘリコプターに初
めて乗ることができて最高でし
た。絶対に自衛隊のパイロットにな
ろうと思います。」という嬉しい言
葉もいただいた。
自衛隊鹿児島地方協力本部

は、引き続き、あらゆる機会を活用
し、多くの鹿児島県民に自衛隊の
活動等を紹介する機会を設け、自
衛隊に対する理解促進及び認知度
向上に一丸となって努めていく。

CH－47JA 体験搭乗を実施して募集課
広報班

令和8年4月26日（日）海上自衛隊鹿屋航空基地（鹿屋市）において実施された航空祭
「エアーメモリアル」に参加した。
本イベントは、海上自衛隊鹿屋航空基地が主催し、募集対象者及び保護者等に対して
行った広報活動であり、鹿児島地方協力本部からは、海上自衛隊に興味がある親子連れや
募集対象者等25名が参加した。
格納庫おいてオープニングセレモニーが盛大に行われ、その後海上自衛隊航空学生によ
るドリルが実施され、参加者を大いに賑わせた。その他、海上自衛隊所属の航空機に加
え、陸上自衛隊所属Ⅴ-22
や米軍のМⅤ-22等の地上
展示、海上自衛隊の航空
機による飛行展示も行わ
れ、自衛隊に対する理解
及び隊員に対する親近感
を獲得することができ
た。
参加者からは、「普段
体験できないことが経験
で き 、楽し か った で
す。」、「海上自衛隊に対
する興味が湧いた」等、多
数の感想をいただいた。

～海上自衛隊の航空祭～
海上自衛隊鹿屋航空基地エアーメモリアル参加

募集課
企画班

鹿児島募集案内所は、令和8年度4月、鹿児島市内の大学・短大・専門学校等や地元企業の
主催する進路ガイダンスにおいて、学生及び保護者等を対象とした職業説明会を実施した。
説明会においては、自衛隊に対して抱かれがちな固定的なイメージの払しょくを図るべく、
ワークライフバランスの充実や勤務環境の改善状況について説明するとともに、多様な職種・
職域の存在について具体的事例を交えつつ紹介した。
また、自衛隊の主任務である国防、災害派遣、
国際平和協力活動について解説したほか、各種業
務内容、取得可能な資格、処遇、福利厚生等に加
え、職務を通じて得られるやりがいについても説
明した。
さらに、理解度向上を目的とした設問形式を取
り入れ、学生の主体的な参加を促進した。あわせ
て、広報官が志願から入隊に至るまでを一貫して
サポートするパートナーであること及び各種採用
制度について説明し、学生の進路選択に資する理
解促進に努めた。
参加した学生は、任務遂行と休養取得の両立が
図られている点や多様な職種・職域に高い関心を
示しており「自衛官から直接説明を受けたことで
理解が深まった。安心して志願できそう。」等の感
想があり、自衛隊への理解を深めることができ
た。

各教育機関で職業説明を実施して（鹿児島市）
～学生の関心高まる、多様な職域と勤務環境に理解深化～

鹿児島募集
案内所

令和8年4月20日（月）及び21日(火)の2日間、「令和8年度第1回部員集合訓練」を実施した。
本集合訓練は、本部長の企図を徹底するとともに、専門及び共通の職能向上を図ることにあり、

服務教育、衛生教育、体力検定及び募集・援護出陣式を実施して令和 8 年度の奮起を誓った。
本部長訓示においては、要望事項である「誠実に職務

を遂行すること」「対象者・その家族に対して誠実であ
ること」「社会人として誠実であること」を改めて示し、そ
の意味するところ「自分自身の役割を今一度見つめ直
し、誠実に遂行することで質の高い仕事ができ、それは
同僚を助け、鹿児島地本の総力の結集に繋がる。」、「10
年後、20 年後に、あの方にお世話になってよかったと言
われるような仕事を目指そう。」、「社会に役立ち、家族が
誇りに思い、自ら誇りに思える生き方を
しよう。」ということであると述べ、改め
て各部員に矜持を持たせた。
一方、各種教育については、情報管

理の再度徹底や広報官教育を通じて、
部員間での最新の知識の共有を図っ
た。また、国分駐屯地にて第 12 普通科
連隊の支援のもと実施した衛生教育で
は、胸骨圧迫とAEDの使用法、CAT
による止血法等の研修をし、締めくくり
として、体力検定を実施し日頃業務の
合間に積み重ねた成果を確認し、令和
8 年度の目標達成に向け始動した。

令和８年度部員集合訓練を実施して総務課
企画班

自衛隊鹿児島地方協力本部援護企画班は、令和８年５月２１日（木）陸上自衛隊国分駐屯
地、５月２２日（金）海上自衛隊鹿屋航空基地において、キャリアアップセミナーを実施した。
国分駐屯地では任期制４名、定年制３名、中隊長等４名、鹿屋航空基地では定年制１２
名、そのほか就職援護隊員２１名、合計４４名が参加した。
本セミナーは、早期離職対策として令和７年
度から新たに企画したもので、任期制隊員及
び若年定年制隊員に対して、再就職するに当
たっての必要な知識の付与を目的とし、合同企
業説明会参加に向けての準備・心構えを教育
した。
ＯＢ講話では、株式会社にしけい　人事部
担当部長　壇　雅昭氏による題目「充実した
新たな人生に向けて～再就職先選定の考え方
及び入社後の意識と行動」を聴講し、企業が
考える採用の基本的な考え方を意識させるこ
とにより、再就職に向けて現在の置かれてい
る立場や自衛隊退職後の人生を充実させるた
めの再就職先選定と離職回避について考える
良い機会となり、再就職準備へのイメージアッ
プに繋がった。
参加隊員からは、「今回の講話を聴いて、悩
んでいたことがすべて吹き飛び、退職前に自分
がやらなければならないことの考えがまとまっ
た。」等、多数の感想が得られた。

「令和８年度キャリアアップセミナー」を実施して援護課
援護企画班

令和８年４月２６日（日）、自衛隊鹿児島地方協力本部において、今年度初の予備自衛官１
日間招集訓練を実施、１９名の予備自衛官が参加した。
本訓練は、予備自衛官としての必要な知識を習得させることを主目的としており、今年度
は、４回の１日間招集訓練を計画している。
訓練開始にあたり本部長訓示では、「予備自衛官として新たなスタートを切られた皆様方
は、次年度の５日間招集訓練に向けて、今後とも健康に十分留意され体力の維持向上に努め
られるとともに、地域社会と自衛隊との相互理解の架け橋としても尽力していただきながら、
国家防衛の重要な存在である予備自衛官として邁進されるようお願いいたします。」と訓示し
た。
訓練では、応招確認システム操作教育及び今年度から新たに導入される予備自衛官等管理
システムについて説明し、即
応体制の維持に努めた。ま
た、訓練に参加した隊員は終
始、真剣な表情で説明を聞
き、次年度から始まる５日間
訓練に向けて決意を新たにし
ていた。
自衛隊鹿児島地方協力本
部予備自衛官班は、今後も訓
練参加者と連携を取りつつ、
地域住民と自衛隊の架け橋
となる予備自衛官の出頭環境
の醸成を図っていく。

予備自衛官１日間招集訓練援護課予備
自衛官班

奄美大島駐在員事務所

与路小・中学校
奄美基地分遣隊研修

種子島駐在員事務所

屋久島中央中学校
職場体験学習　

徳之島駐在員事務所

徳之島高校・亀津中学校
南西航空音楽隊演奏指導

国分地域事務所

伊佐市春フェス
車両展示コーナー

鹿児島募集案内所

青少研GOGO若葉フェスタ
市街地広報

大隅地域事務所

志布志お釈迦まつり
市街地広報

薩摩川内出張所

ミサイル艇おおたか
長浜港一般公開

知覧分駐所

高等工科学校生徒
リクルータ広報活動

鹿屋地域事務所

新隊員母校訪問
鹿屋中央高校

国分駐屯地援護センター

陸士就職補導教育
ビジネスマナー研修

川内駐屯地援護センター

企業研修
JPロジスティクス株式会社

鹿児島地域援護センター

任期制退職予定隊員インターンシップ
株式会社南電工

鹿児島地本各所・センター一丸となった、各地域での活動をご覧ください。
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航空機展示の様子

衛生教育の様子 体力検定の様子

本部長訓示の様子

国分駐屯地の様子

鹿屋航空基地の様子

令和８年３月７日（土）に、陸上自衛隊国分駐屯地において、西部方面ヘリコプター隊第３飛行
隊（高遊原）、第１２普通科連隊の支援を得て募集対象者等７３名に対する体験搭乗を実施し
た。
本体験搭乗は、募集対象者等に対して航空機の体験搭乗を実施し、自衛隊への理解を促進す

るとともに認知度を向上させることを目的として実施した。
体験搭乗前の安全教育は第３飛行隊の担当者が実施し、体験搭乗では７３名の参加者が３回

に分けて搭乗し、約２０分のフライトを体験した。飛行経路については国分駐屯地から錦江湾へ
向けて移動し桜島、鹿児島市周辺までのフライトとなった。
体験搭乗に参加した学生からは「ヘリコプターの大きさ、音、風圧にすごく圧倒された。いつも

動画でしか見れなかったヘリコプターに実際に乗ることができて感動した。想像していたよりもパ
イロットの仕事が格好いいと感じた。」と自衛隊へ興味や関心が高くなった感想を多く頂いた。ま
た、高校２年生の参加者からは
「興味のあったヘリコプターに初
めて乗ることができて最高でし
た。絶対に自衛隊のパイロットにな
ろうと思います。」という嬉しい言
葉も頂いた。
自衛隊鹿児島地方協力本部

は、引き続き、あらゆる機会を活用
し、多くの鹿児島県民に自衛隊の
活動等を紹介する機会を設け、自
衛隊に対する理解促進及び認知度
向上に一丸となって努めていく。

CH－47JA 体験搭乗を実施して募集課
広報班

令和8年4月26日（日）海上自衛隊鹿屋航空基地（鹿屋市）において実施された航空祭
「エアーメモリアル」に参加した。
本イベントは、海上自衛隊鹿屋航空基地が主催し、募集対象者及び保護者等に対して
行った広報活動であり、鹿児島地方協力本部からは、海上自衛隊に興味がある親子連れや
募集対象者等25名が参加した。
格納庫おいてオープニングセレモニーが盛大に行われ、その後海上自衛隊航空学生によ
るドリルが実施され、参加者を大いに賑わせた。その他、海上自衛隊所属の航空機に加
え、陸上自衛隊所属Ⅴ-22
や米軍のМⅤ-22等の地上
展示、海上自衛隊の航空
機による飛行展示も行わ
れ、自衛隊に対する理解
及び隊員に対する親近感
を獲得することができ
た。
参加者からは、「普段
体験できないことが経験
で き 、楽し か った で
す。」、「海上自衛隊に対
する興味が湧いた」等、多
数の感想をいただいた。

～海上自衛隊の航空祭～
海上自衛隊鹿屋航空基地エアーメモリアル参加

募集課
企画班

鹿児島募集案内所は、令和8年度4月、鹿児島市内の大学・短大・専門学校等や地元企業の
主催する進路ガイダンスにおいて、学生及び保護者等を対象とした職業説明会を実施した。
説明会においては、自衛隊に対して抱かれがちな固定的なイメージの払しょくを図るべく、
ワークライフバランスの充実や勤務環境の改善状況について説明するとともに、多様な職種・
職域の存在について具体的事例を交えつつ紹介した。
また、自衛隊の主任務である国防、災害派遣、
国際平和協力活動について解説したほか、各種業
務内容、取得可能な資格、処遇、福利厚生等に加
え、職務を通じて得られるやりがいについても説
明した。
さらに、理解度向上を目的とした設問形式を取
り入れ、学生の主体的な参加を促進した。あわせ
て、広報官が志願から入隊に至るまでを一貫して
サポートするパートナーであること及び各種採用
制度について説明し、学生の進路選択に資する理
解促進に努めた。
参加した学生は、任務遂行と休養取得の両立が
図られている点や多様な職種・職域に高い関心を
示しており「自衛官から直接説明を受けたことで
理解が深まった。安心して志願できそう。」等の感
想があり、自衛隊への理解を深めることができ
た。

各教育機関で職業説明を実施して（鹿児島市）
～学生の関心高まる、多様な職域と勤務環境に理解深化～

鹿児島募集
案内所

令和8年4月20日（月）及び21日(火 )の二日間、「令和8年度第1回部員集合訓練」を実施した。
本集合訓練の目的は、本部長の企図の徹底、専門及び共通の職能向上を図ることであり、服務教

育、衛生教育、体力検定及び募集・援護出陣式を実施して令和 8 年度の奮起を誓った。
本部長訓示において、要望事項である「誠実に職務を

遂行すること」「対象者・その家族に対して誠実である
こと」「社会人として誠実であること」を掲げ、訓示の最後
に、「自分自身の役割を今一度見つめ直し、誠実に遂行す
ることで質の高い仕事ができ、それは同僚を助け、鹿児
島地本の総力の結集に繋がる。」、「10 年後、20 年後に、
あの方にお世話になってよかったと云われるような仕事
を目指そう。」、「社会に役立ち、家族が誇りに思い、自ら
誇りに思える生き方をしよう。」というも
のであり、その意味するところ、改めて
その重要性を各部員に認識させた。
また、各種教育においては、情報管理

の再度徹底や広報官教育を通じて、各
部員間での認識の共有を図った。また、
国分駐屯地において第 12 普通科連隊
の支援を得て実施した衛生教育では、
胸骨圧迫とAEDの使用法、CATによ
る止血法等の研修を行い、そして、体力
検定では、日ごろ業務の合間に積み重
ねた成果を確認し、部員集合訓練を締
めくくり、令和 8 年度の目標達成に向け
て始動した。

令和８年度部員集合訓練を実施して総務課
企画班

自衛隊鹿児島地方協力本部援護企画班は、令和８年５月２１日（木）陸上自衛隊国分駐屯
地、５月２２日（金）海上自衛隊鹿屋航空基地において、キャリアアップセミナーを実施した。
国分駐屯地では任期制４名、定年制３名、中隊長等４名、鹿屋航空基地では定年制１２
名、そのほか就職援護隊員２１名、合計４４名が参加した。
本セミナーは、早期離職対策として令和７年
度から新たに企画したもので、任期制隊員及
び若年定年制隊員に対して、再就職するに当
たっての必要な知識の付与を目的とし、合同企
業説明会参加に向けての準備・心構えを教育
した。
ＯＢ講話では、株式会社にしけい　人事部
担当部長　壇　雅昭氏による題目「充実した
新たな人生に向けて～再就職先選定の考え方
及び入社後の意識と行動」を聴講し、企業が
考える採用の基本的な考え方を意識させるこ
とにより、再就職に向けて現在の置かれてい
る立場や自衛隊退職後の人生を充実させるた
めの再就職先選定と離職回避について考える
良い機会となり、再就職準備へのイメージアッ
プに繋がった。
参加隊員からは、「今回の講話を聴いて、悩
んでいたことがすべて吹き飛び、退職前に自分
がやらなければならないことの考えがまとまっ
た。」等、多数の感想が得られた。

「令和８年度キャリアアップセミナー」を実施して援護課
援護企画班

令和８年４月２６日（日）、自衛隊鹿児島地方協力本部において、今年度初の予備自衛官１
日間招集訓練を実施、１９名の予備自衛官が参加した。
本訓練は、予備自衛官としての必要な知識を習得させることを主目的としており、今年度
は、４回の１日間招集訓練を計画している。
訓練開始にあたり本部長訓示では、「予備自衛官として新たなスタートを切られた皆様方
は、次年度の５日間招集訓練に向けて、今後とも健康に十分留意され体力の維持向上に努め
られるとともに、地域社会と自衛隊との相互理解の架け橋としても尽力していただきながら、
国家防衛の重要な存在である予備自衛官として邁進されるようお願いいたします。」と訓示し
た。
訓練では、応招確認システム操作教育及び今年度から新たに導入される予備自衛官等管理
システムについて説明し、即
応体制の維持に努めた。ま
た、訓練に参加した隊員は終
始、真剣な表情で説明を聞
き、次年度から始まる５日間
訓練に向けて決意を新たにし
ていた。
自衛隊鹿児島地方協力本
部予備自衛官班は、今後も訓
練参加者と連携を取りつつ、
地域住民と自衛隊の架け橋
となる予備自衛官の出頭環境
の醸成を図ってまいります。

予備自衛官１日間招集訓練援護課予備
自衛官班

奄美大島駐在員事務所

与路小・中学校
奄美基地分遣隊研修

種子島駐在員事務所

屋久島中央中学校
職場体験学習　

徳之島駐在員事務所

徳之島高校・亀津中学校
南西航空音楽隊演奏指導

国分地域事務所

伊佐市春フェス
車両展示コーナー

鹿児島募集案内所

青少研GOGO若葉フェスタ
市街地広報

大隅地域事務所

志布志お釈迦まつり
市街地広報

薩摩川内出張所

ミサイル艇おおたか
長浜港一般公開

知覧分駐所

高等工科学校生徒
リクルータ広報活動

鹿屋地域事務所

新隊員母校訪問
鹿屋中央高校

国分駐屯地援護センター

陸士就職補導教育
ビジネスマナー研修

川内駐屯地援護センター

企業研修
JPロジスティクス株式会社

鹿児島地域援護センター

任期制退職予定隊員インターンシップ
株式会社南電工

鹿児島地本各所・センター一丸となった、各地域での活動をご覧ください。

鹿児島地本だより （2）令和 8年（2026 年）夏号鹿児島地本だより 令和 8年（2026 年）夏号（3）



▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀

▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀

陸海空自衛官募集鹿児島地本 検索
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令和８年度 鹿児島県自衛隊広報大使令和８年度 鹿児島県自衛隊広報大使

令和７年度 広報大使活動報告令和７年度 広報大使活動報告

シンガーソングライター
Yoko＊

鹿児島フリータレント
山口ひかり

がんばるあなたの応援団！
じゃんけんマン

モデル
斎藤奈菜香

走る冒険家
Ponちゃん

走る冒険家Ponちゃん♪
日本縦断で全国各地の地本を
表敬訪問
走る！つながる！拡がる！

Yoko＊さん♪
まもる君とコラボ
「鹿児島地本ＣＭ曲」フルバー
ジョン「トモに」を大熱唱♪

斎藤奈菜香さん
公式SNSで大反響の
艦艇とコラボショット

鹿児島地本主催イベント
のMCといえば山口ひかり
さん

じゃんけんマン＆
Yoko＊さん♪
今年も川内駐屯地記念行
事を歌とじゃんけん大会
で盛り上げました

　令和８年４月13日鹿児島第２地方合同庁舎において「鹿児島県自衛隊委嘱式」が行われ、５名の方々が委嘱されました。
今年度も、5名それぞれのお力をお借りして募集につながる各種行事を企画・調整を進めていきます。

鹿児島地本だより （4）令和 8年（2026 年）　夏号


